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今から人類の運命をかけた偵察が始まります。
この星では二酸化炭素を炭素と酸素に分解する
微生物が存在します。炭素は植物の栄養分にし、
酸素は動物の呼吸に利用しているのです。
驚いたことになんとこの星では、動物、植物と
の会話が可能なのです。植物が何を考えどうして
欲しいのかが分かるのです。それで、植物も意志
をもつ知的生命体と考え、話し合うことで互いの
気持ちを理解し合っているのです。当然むやみに
採ったり、植えかえをしたり、殺したりもしませ
ん。それどころか話し合いを通して互いを理解し
ているので、無視したり邪魔したりすることなく 、
思うがままに安心して生命を育んでいるのです。
つぎに鷲いたことは、気候や天気をコントロー ・
ルできることです。常に快適かつ調和のとれた環
境を保ちます。好きな所をいつでも晴や雨にする
こともできます。また、植物に一番適した天候を
作り出し、どんな作物でも地球時間でーか月で成
長します。この星には食糧不足の問題はありません。
この星でのエネルギー源は光です。発電所なら
ぬ発光所が都市のど真ん中に建てられています。
もちろん安全、しかもクリーン。そして各地に、
光増幅装置があり、必要最低限の量で、最大のエ
ネルギーを発生させることができます。あ、言い
忘れてました。この星では、エネルギーはただで
す。 以上
央・調査を終えたロケットの乗り組み員が全員中ホールに集まりました。移住か、それとも地球の
再生か。いろいろな意見が飛び交いました。
「植物や動物とは話しはできないが、この星のよ
うにそれらを理解し、いたわることは我々の地球
でもできることだ。」
「もうとりかえしはつかない。地球の再生は不可
能だ。この星に移住しよう 。」
「科学技術がここまで発達するまで地球がもつだ
ろうか。」
ようやく結論がでました。
「この星のように、我々も新たな地球をきっと作
れるはずだ。もどろう。」
x プラネットは静かに離陸を開始しました。
